
社会福祉法人一粒
生活相談支援センターしゃろーむ

新井亜希子

医療的ケア児のための
子育てサロン
にこちゃんルーム
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５感の活用

寝たきりでも５感を使って
様々なものを吸収している。

意思表明
モニターの数値を動かして
意思表明する例もある。

発達支援

医ケアがあっても発達年齢に
あった成長を応援できる。
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開催頻度 毎月一回

開催日 第三水曜日

参加方法 対面またはzoom

月一回の開催は、医ケア児の
忙しいスケジュールに配慮して

います。
Zoom開催も可能です。
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カフェ併設
バリアフリーのカフェで
コーヒーを楽しみながら。

第三の居場所

スタバのような、ホッとでき
る空間を目指している。

プレミアム女子会

ママとしてだけでなく、女性と
しての時間も大切にしている。
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新生児0歳から
から参加可能
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夫婦関係 協力して子育てに
取り組むことの重要性

兄弟ケア 医療的ケア児の
兄弟にも配慮

ストレス管理 ママの心身の健康を
サポート
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抱っこの重要性
・リハビリ効果
抱っこは最高のリハビリになる。
体の感覚を刺激し情緒的な発達を促進。

・触れ合いの機会
両親以外の人に触れてもらう機会が極めて少ないので
にこちゃんルームでの抱っこは貴重な経験となる。

・親の負担軽減
日常のケアに追われる親たちにとって、他の人が抱っこして
くれることは、大きな助けになる。
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自由な交流 防災対策 悩み相談

活動後は、自由時間になり

参加者同士が、自由に交流
する。

バギーの選び方や、利用し
ている事業所の情報など、
様々な話題で盛り上がる。

防災に関する話題は特に関心が高く

個別の避難訓練の避難訓練の実施が検
討されている。

悩みや困り事を共有し
アイディアを出し合う。

経験豊富な先輩ママから
のアドバイスも大きな助
けになっている。
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保育園との連携

同じ敷地内の小規模保育園の子ども
たちが活動に参加するようになった。

自然な交流

医ケア児と園の子どもが自然に一緒
に遊ぶ姿が見られる。

相互理解の促進

この交流は、双方の子どもたちに
とって貴重な経験となり、障壁のな
い社会への第一歩となっている。



にこちゃんルームの未来
・活動の広がり
他の地域にも広がりつつあり、同様の取り組みを始めよ
うとする動きが出てきている。

・地域サポート
子育て支援センターのように医療的ケアが必要な子ども
たちのための子育てサロンが各地域に増えることが期待され
ている。

・継続的な支援
医療ケアが必要な子どもたちとその家族にとって、かけがえの
ない支援の場になっている。
今後も活動を続けていく。
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